
全国高等学校総合文化祭自然科学部門 審査に関する申し合わせ事項 

・発表論文について 

(1) 発表論文は，別に定める書式に従って期日までに提出する。 

(2) 発表論文は，別記作成要領に従って作成する。Ａ４以外の大きさや，２ページを超えるもの，および期日ま

でに提出されなかったものは，事前審査の対象外とする（事前審査の得点は０点）。それ以外の指示に従って

いないものは，審査の際に減点の対象となる。 

 （研究発表，ポスター発表とも同一の書式とする） 

・審査委員，審査方法について 

(1) 研究発表の審査委員は，学識経験者あるいは高等学校の管理職または行政職の方及び高等学校文化連盟全国

自然科学専門部役員を原則とし，各会場２名とする。 

(2) 部門会場が２会場になった場合は，各会場の上位５件をビデオ審査により最終的な順位を決定する。詳細に

ついては別途定める。また，機器の不具合等によりビデオ審査が行えなかかった場合は直接審査による得点

と審査委員の協議によって最終的な順位を決定する。 

(3) ポスター（パネル）発表の審査委員は，学識経験者あるいは高等学校の管理職または行政職の方及び高等学

校文化連盟全国自然科学専門部役員を原則とし，人数は５名以上とする。 

(4) 審査委員長（１名）を定める。 

(5) ポスター（パネル）発表については，参加校が投票（持ち票は３票）を行い，この投票結果をポスター（パネ

ル）発表審査の平均点に加点する。（ただし，自校の発表を自ら投票することは不可） 

   加点は以下の通り。 

    得票１位の発表・・平均点＋２．０点 

    得票２位の発表・・平均点＋１．５点 

    得票３位の発表・・平均点＋１．０点 

    得票４位の発表・・平均点＋０．５点 

    同数の票（同順位）の発表は，双方ともその順位の得点を加点する。 

(6) 他の全国コンテスト・コンクール等で入賞した発表の場合，参加申込書にその旨を記入しておく。このよう

な発表についても，審査は本専門部規程により行うことから，入賞するとは限らない。 

(7) 未加盟県からの発表はオープン参加とし，審査の対象としない。 

(8) 出場校の関係者である審査委員は，当該校を審査しない。 

(9) 研究発表で，発表時間（１２分以内）を超えた場合は，審査規程Ⅱ．ｃ．において，ポスター（パネル）発表

においてポスター（パネル）が規格を超えた場合は，審査規程Ⅱ．ａ．において各審査委員の得点から５点

減点する。ただし，減点により得点がマイナスとなる場合は０点とする。また，ポスター（パネル）発表の

プレゼンテーションについては，定められた時間を超えた場合は打ち切りとし，減点しない。 

(10)審査における評価項目は次の通りとし，各項目の採点基準は審査委員会で決定する。 

Ⅰ．発表前に提出された研究発表論文による事前審査（計１０点）   

 ａ．発表論文のまとめ方は適切であるか。（５点） 

研究目的が明確である 

研究方法が適切である 

先行研究等を調べてあり，適切に記載されている 

結果について適切に記載されている 

目的や結果に対応した論理的な考察がなされている 

 ｂ．調査・研究の手段に創意工夫がなされ，結果の処理などが適切であるか。（５点） 

調査・研究法に創意工夫が見られる 

十分なデータが採取さている 

データの信頼度が確保されている 

図表類がわかりやすく作成されている 

研究倫理に配慮している 

Ⅱ．発表会場における当日審査（計３０点） 



 研究発表  

 ａ．発表の手段や方法は適切であるか。（１０点） 

  チャート，スライドなどが分かりやすい 

  プレゼンテーションに必要な要素を使いこなしている 

  発表によって研究内容が十分に伝わっている 

  発表者の研究した部分が明らかになっている 

  論文の内容との整合性がある 

 ｂ．調査･研究の結果に基づいた推論が出されているか。（１０点） 

  目的や方法をはっきり示している 

  目的に対応した調査研究となっている 

  結果を適切に処理している 

  結果に対応した考察･推論となっている 

  研究の課題・展望を把握している 

 ｃ．発表の態度や質疑応答の回答は適切であるか。（１０点） 

  発表のしかたが適切である 

  時間を有効に使っている 

  質疑応答において質問の意図を的確にくみ取っている 

  質疑応答において回答が的確である 

  他者の指摘を受け入れる柔軟性がある 

 ポスター発表  

 ａ．ポスターのレイアウトや説明は適切であるか。（１０点） 

  ポスターのレイアウトに創意工夫がある 

  説明，プレゼンテーションが要点を押さえている 

  ポスターによって研究内容が十分に伝わっている 

  発表者の研究した部分が明らかになっている 

  論文の内容との整合性がある 

 ｂ．調査･研究の結果に基づいた推論が出されているか。（１０点） 

  目的や方法をはっきり示している 

  目的に対応した調査研究となっている 

  結果を適切に処理している 

  結果に対応した考察･推論となっている 

  研究の課題・展望を把握している 

 ｃ．発表の態度や質疑応答の回答は適切であるか。（１０点） 

  発表のしかたが適切である 

  時間を有効に使っている 

  質疑応答において質問の意図を的確にくみ取っている 

  質疑応答において回答が的確である 

  他者の指摘を受け入れる柔軟性がある 

・審査委員会について 

(1) 「事前打合せ及び事前審査」を開催地で行う。初めて審査委員を担当する方を含め，審査委員に対し審査方

針や審査内容を十分周知し，併せて事前審査を行う。高等学校文化連盟全国自然科学専門部会長及び事務局

長が，これに係る準備及び運営にあたる。費用は，開催県の負担とする。 

(2) 「当日審査」及び審査全般に係る審査委員会を，自然科学部門会期中に開催し，審査・表彰準備を行う。審

査委員長が進行･運営にあたり，高等学校文化連盟全国自然科学専門部会長及び事務局長がこれを補佐する。

費用は，開催県の負担とする。 

 


